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３
月
定
例
会
議
は
、
３
月
４
日
か
ら
15
日
ま
で
の

12
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
鈴
木
町
長
が
施
政
方
針
を
、
次
に
千
葉
教

育
委
員
長
が
教
育
行
政
方
針
の
演
述
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
28
年
度
一
般
会

計
予
算
や
町
総
合
計
画
基
本
構
想
の
認
定
な
ど
25
件

で
、す
べ
て
全
議
員
の
賛
成
で
原
案
ど
お
り
『
決
定
』

し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
対

応
や
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

５
つ
の
特
別
会
計
の
当
初

予
算
総
額
は
、
54
億
２
５
５

６
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て

22
億
４
３
１
４
万
円
、
70
・

５
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
葛
巻

病
院
の
改
築
と
江
刈
簡
易
水

道
整
備
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

各
会
計
の
予
算
額
は
、
左

の
表
の
と
お
り
で
す
。

特
別
会
計

一
般
会
計

わらべうた遊びを楽しむ、子育て　サークル「なないろ☆きらきら」の親子ら　　

会　計　名 予　算　額 前年度対比
国民健康保険事業 12億4124万円 △1.6％
簡 易 水 道 事 業 6億9551万円 16.7％
農 業集落排水事業 1億9710万円 1.4％
後期高齢者医療事業 6908万円 △2.0％
国 保葛巻病院事業 32億2263万円 204.0％
合  　 　 計 54億2556万円 70.5％

特別会計当初予算額

３月定例会議のあらまし３月定例会議のあらまし

人口減少対策に重点

施
設
整
備
で
大
型
化

28年度予算28年度予算
総額総額123123億円億円

葛
巻
だ
か
ら
で
き
る
施
策
で

人
口
減
少
問
題
に
挑
む

　

町
は
、
人
口
減
少
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
取
り
組
み

に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
、
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、「
葛
巻

ら
し
い
」「
葛
巻
だ
か
ら
で

き
る
」
取
り
組
み
で
果
敢
に

人
口
減
少
問
題
に
挑
み
ま

す
。

　

こ
の
、
人
口
減
少
問
題
の

解
決
に
向
け
、
移
住
・
定
住

対
策
を
専
任
的
に
取
り
組
む

部
署
を
新
た
に
設
置
し
、
今

ま
で
以
上
に
積
極
的
な
施
策

展
開
を
目
指
し
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
葛
巻

病
院
改
築
工
事
の
継
続
の
ほ

か
、
子
育
て
世
代
定
住
促
進

住
宅
の
整
備
、
い
わ
て
国
体

に
向
け
た
総
合
運
動
公
園
野

球
場
整
備
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
葛
巻
高

校
山
村
留
学
事
業
の
継
続
の

ほ
か
、
若
者
定
住
推
進
家
賃

助
成
、
輸
入
受
精
卵
移
植
推

進
事
業
な
ど
、
新
た
な
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
が
持
つ
地
域

資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、

次
世
代
を
生
き
る
町
民
へ
新

た
な
歴
史
と
明
る
い
未
来
を

贈
り
届
け
る
た
め
に
、
町
民

が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
続
け
ま
す
。

町　　長
施政方針
（要約）

３月定例会議　

28
度
の
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
68
億
９
６
２
３
万
円

で
前
年
度
に
比
べ
て
10
億
９

４
５
７
万
円
、
18
・
９
％
増

加
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
全
体
の
約
４
割

を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
28

億
７
０
０
０
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
て
１
億
４
０
０
０

万
円
、
４
・
７
％
減
少
し
ま

し
た
。
27
年
度
に
実
施
し
た

国
勢
調
査
で
町
の
人
口
が
減

少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
交
付

額
の
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
町
税
が
４
億
６

８
６
１
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
て
４
８
６
万
円
、
１
％

増
加
し
ま
し
た
。

　

町
税
な
ど
の
自
主
財
源
の

割
合
は
20
・
５
％
で
、
地
方

交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
に

頼
る
財
政
構
造
で
す
。
引
き

続
き
自
主
財
源
の
確
保
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
は
、
子
育
て
世
代
定

住
促
進
住
宅
の
整
備
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
葛
葉
荘
の
改

築
、
グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
の
浴

室
改
修
、
国
体
に
備
え
た
総

合
運
動
公
園
野
球
場
の
改
修

な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
に
よ

り
、
投
資
的
経
費
（
※
）
が

前
年
度
に
比
べ
て
５
億
３
１

１
３
万
円
、
42
・
５
％
増
加

し
ま
し
た
。
施
設
整
備
を
進

め
る
、
大
型
予
算
の
編
成
で

す
。

　

公
債
費
（
借
金
の
返
済

額
）
は
前
年
度
に
比
べ
て
４

４
９
１
万
円
、
７
％
の
減
少

で
す
。

　

一
般
会
計
予
算
の
詳
し
い

内
訳
は
、
３
〜
４
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
※
）
投
資
的
経
費

施
設
建
設
な
ど
将
来

残
る
も
の
に
か
か
る

お
金

0
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50
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70
（単位：億円）

一般会計当初予算額の推移一般会計当初予算額の推移

51.351.351.3

H18

49.349.349.3

H19

48.248.248.2

H20

45.945.945.9

H21

47.447.447.4

H22

47.347.347.3

H23

48.048.048.0

H24

51.051.051.0

H25

52.252.252.2

H26

58.058.058.0

H27

69.069.069.0

H28

子育子育 てて世 代 住 宅世 代 住 宅 をを整 備整 備

※病院事業会計は、収益的収支の収入額と、資本的収支の
支出額を合算した額
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町の借金の推移町の借金の推移
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（単位：億円）
町の貯金（主要４基金）の推移町の貯金（主要４基金）の推移

82.082.082.0
76.376.376.3 72.172.172.1 67.467.467.4 63.563.563.5 60.660.660.6 58.558.558.5 56.756.756.7

4.04.04.0
6.66.66.6

10.510.510.5
14.814.814.8

22.122.122.1
27.427.427.4

34.334.334.3

42.142.142.1

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

56.156.156.1

45.145.145.1

H26

H26

68.368.368.3

49.649.649.6

H27

H27

（見込み）

（見込み）

民生費民生費8282％増加％増加
一般会計69億円の　予算　を見る

町
の
借
金
と
貯
金

 

町
の
借
金
（
一
般
会
計
の

町
債
）
の
27
年
度
末
の
見
込

額
は
68
億
３
３
２
９
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
12
億

２
２
６
０
万
円
、
21
・
８
％

増
加
し
ま
し
た
。
清
掃
セ
ン

タ
ー
改
修
事
業
な
ど
で
、
借

入
金
が
増
え
ま
し
た
。
町
民

一
人
当
た
り
（
28
年
３
月
末

の
人
口
・
６
６
０
０
人
）、
約

１
０
３
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

町
の
貯
金
（
※
主
要
４
基

金
）
の
27
年
度
末
の
見
込
額

は
49
億
６
２
０
０
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
４
億
４
８

８
６
万
円
、
９
・
９
％
増
加

し
ま
し
た
。
町
民
一
人
当
た

り
、約
75
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

町
の
貯
金
と
借
金
の
推
移

は
、
左
の
表
の
と
お
り
で

す
。

28年度一般会計予算を町民一人当たりにすると （家計簿に例えると･･･）
繰出金 4.6％
子供への仕送り
4万9000円

負担金等 28.5％
年金･保険料等
29万7000円

物件費 15.5％
光熱水費等
16万2000円

建設事業費 25.8％
家の増改築等
27万円

公債費 8.7％
住宅ローン等
9万円

扶助費 5.6％
医療費等
5万9000円

人件費 11.3％
食費
11万8000円(　　　　　)

増改築の費用が、
約９万円
増えたね。

104万5000円
28年3月末の人口

6,600人

88 5％5％等 28
険
0

88 5％等 28
険料
00

88 5％28
料
0

88 5％28
料等
円

8
等
8..5％

円円

民生費
19億9694万円
29.0％

民生費
19億9694万円
29.0％

民生費
19億9694万円
29.0％

歳入
歳出

衛生費
14億1761万円
20.5％

衛生費
14億1761万円
20.5％

衛生費
14億1761万円
20.5％

［27年度：11億33万円］［27年度：11億33万円］

総務費
7億4000万円
10.7％

総務費
7億4000万円
10.7％

総務費
7億4000万円
10.7％

農林水産業費
5億6439万円
8.2％

農林水産業費
5億6439万円
8.2％

農林水産業費
5億6439万円
8.2％
公債費

（借金の返済額）
5億9764万円
8.7％

公債費
（借金の返済額）
5億9764万円
8.7％

公債費
（借金の返済額）
5億9764万円
8.7％

土木費
4億3398万円
6.3％

土木費
4億3398万円
6.3％

土木費
4億3398万円
6.3％

消防費
3億4098万円　4.9％
消防費
3億4098万円　4.9％
消防費
3億4098万円　4.9％

その他の経費
2億7205万円　4.0％
その他の経費
2億7205万円　4.0％
その他の経費
2億7205万円　4.0％

議会費
6939万円
1.0％

議会費
6939万円
1.0％

議会費
6939万円
1.0％

町税
4億6861万円
6.8％

町税
4億6861万円
6.8％

町税
4億6861万円
6.8％

諸収入
1億2349万円
1.8％

諸収入
1億2349万円
1.8％

諸収入
1億2349万円
1.8％

その他の自主財源
8億2593万円
11.9％

その他の自主財源
8億2593万円
11.9％

その他の自主財源
8億2593万円
11.9％

地方交付税
28億7000万円
41.6％

地方交付税
28億7000万円
41.6％

地方交付税
28億7000万円
41.6％

町債(町の借金）
15億3540万円
22.3％

町債(町の借金）
15億3540万円
22.3％

町債(町の借金）
15億3540万円
22.3％

国庫支出金
3億6712万円
5.3％

国庫支出金
3億6712万円
5.3％

国庫支出金
3億6712万円
5.3％

県支出金
5億3498万円
7.8％

県支出金
5億3498万円
7.8％

県支出金
5億3498万円
7.8％

その他の依存財源
1億7070万円　2.5％
その他の依存財源
1億7070万円　2.5％
その他の依存財源
1億7070万円　2.5％

自主財源
14億1803万円
20.5％

自主財源
14億1803万円
20.5％

自主財源
14億1803万円
20.5％

依存財源
54億7820万円
79.5％

依存財源
54億7820万円
79.5％

依存財源
54億7820万円
79.5％

教育費
4億6325万円
6.7％

教育費
4億6325万円
6.7％

教育費
4億6325万円
6.7％

項　　　目 摘　　　　要

自
主
財
源

（
町
が
自
力
で
収
入

で
き
る
お
金　
　

）

町税 町民税や固定資産税など、町民の皆
さんからの税金

諸収入 町税等の延滞金や預金利子など

その他の
自主財源

保育所などの利用者が負担するお金
や、他の収入科目に含まれないお金

依
存
財
源

（
国
・
県
な
ど
か
ら
、
交
付
、

割
り
当
て
ら
れ
る
お
金　

）

地方交付税 町の財政需要の状況により国から配
分されるお金

町債 事業を行うために国や金融機関など
から借りるお金

国庫支出金 事業を行うために国からもらうお金

県支出金 事業を行うために県からもらうお金

その他の
依存財源

地方消費税交付金、利子割交付金、
交通安全対策特別交付金など

項　　目 摘　　　　要

民生費 高齢者や障がい者、保育所の運営など社会保
障に充てる経費

衛生費 保健・衛生・環境などの業務に充てる経費

総務費 町の財産管理や町税の事務などに充てる経費

公債費 事業のために国などから借りたお金の元利償
還金

農林水産業費 農林・畜産業の振興などに充てる経費

教育費 小・中学校の運営や社会教育・体育事業などに
充てる経費

土木費 道路・公園・河川などの建設や維持管理に充て
る経費

消防費 防災や災害時の活動などに充てる経費

その他の経費 商工費､ 労働費､ 諸支出金､ 予備費などの経
費

議会費 議会の運営に充てる経費

13年ぶりに
60億円を
超えました。

※
主
要
４
基
金

・
財
政
調
整
基
金

・
町
債
減
債
基
金

・
地
域
づ
く
り
振
興
基
金

・
公
共
施
設
等
整
備
基
金

葛葉荘改築で葛葉荘改築で
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この事業に

　子育て世代向けの賃貸住宅（戸建て３棟）を整備。
一定期間賃貸後に譲渡します。

　数年間でグリーンテージの大規模改修を行います。
28年度は老朽化した浴室を改修します。

養護老人ホーム葛葉荘を　　内田子地区に建設。
木造平屋建て、延床面積　　約2500平方メートル。

　太陽光発電設備、電気自動車急速充電設備を一体
的に整備します。

　国体に備えた、グランド舗装改修、スコアボード
交換改修、Ｌ型擁壁修繕、ナイター照明器具交換、
多目的グランドトイレ改修など。

　月額３万１千円以上の賃貸住宅に居住する「若者」に
家賃の一部を助成。月額家賃から３万円を除いた額の半
額（上限１万円）を、くずまき商品券で交付します。

　高品質乳用牛の凍結受精卵を輸入して、乳用牛
品種改良を加速化します。

予算額
5000万円

予算額
１億　　　
7500万円

予算額
９億　　　
2046万円

予算額
4900万円

予算額
6658万円

予算額
300万円

予算額
300万円

「葛
くず

巻
まき

町
まち

」という　宝箱から
今年は“もっと” すごい　　
　　 宝物が出て　きたぞ～

子育て世代定住促進住宅子育て世代定住促進住宅グリーンテージ浴室改修事業グリーンテージ浴室改修事業 養護老人ホーム　葛葉荘改築事業養護老人ホーム　葛葉荘改築事業

防災用太陽光発電設備・急速充電設備整備防災用太陽光発電設備・急速充電設備整備総合運動公園野球場改修事業総合運動公園野球場改修事業

若者定住推進家賃助成若者定住推進家賃助成輸入受精卵移植推進事業輸入受精卵移植推進事業

　平成28年度の、主な新規事業を
お知らせします。注目注目!!
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28年度予算を見る

グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ

改
修
の
内
容
は

野
球
場
の
改
修

完
成
の
時
期
は

教
員
住
宅
の
整
備

建
設
の
予
定
地
は

江
刈
簡
易
水
道

工
事
の
状
況
は

新
病
院
の
改
修

事
業
の
内
容
は

地
域
拠
点
整
備

調
査
の
内
容
は

バ
イ
オ
マ
ス
廃
熱

利
括
用
の
検
討
は

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

協
議
会
の
構
成
は

水
洗
化
の
支
援

普
及
の
状
況
は

農
業
者
年
金
の

受
給
の
状
況
は

第
６
分
団
屯
所

完
成
の
時
期
は

総
務

企
画

教　

育

委
員
会

教　

育

委
員
会

簡
易

水
道

葛
巻

病
院

政
策

秘
書

農
林

環
境

農
林

環
境

建
設

水
道

農　

業

委
員
会

総
務

企
画

　
　

グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
の
改

修
工
事
の
内
容
は
。

　
　

施
設
全
体
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
計
画
し
て
い
ま
す

が
、
老
朽
化
が
激
し
い
浴
室

の
改
修
を
、
先
に
行
い
ま

す
。
営
業
を
休
止
し
な
い
よ

う
に
、
別
棟
の
浴
室
を
建
設

し
ま
す
。

　
　

野
球
場
の
改
修
工
事
は
、

国
体
の
開
催
前
に
完
成
し
ま

す
か
。

　
　

野
球
場
ス
コ
ア
ボ
ー
ド

の
改
修
に
５
千
万
円
の
事
業

費
を
計
上
し
、
工
期
を
１
０

０
日
間
見
込
ん
で
い
ま
す
。

国
体
の
開
催
前
に
試
合
形
式

の
練
習
や
準
備
を
行
え
る
よ

う
に
、
８
月
中
の
完
成
を
目

指
し
ま
す
。

　
　

教
員
住
宅
の
建
設
予
定

地
と
整
備
の
内
容
は
。

　
　

老
朽
化
し
た
教
員
住
宅

の
増
加
に
よ
り
、
旧
給
食
セ

ン
タ
ー
跡
地
に
、
単
身
世
帯

用
６
室
を
設
け
た
集
合
住
宅

型
の
施
設
を
整
備
す
る
計
画

で
す
。
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
、
１
戸

当
た
り
26
・
４
平
方
メ
ー
ト

ル
で
す
。

　
　

江
刈
簡
易
水
道
整
備
工

事
の
進
行
状
況
と
、
今
後
の

計
画
は
。

　
　

28
年
度
は
、
畑
、
江
刈

小
屋
瀬
、
日
渡
、
山
岸
、
五

日
市
、
栗
山
地
区
で
工
事
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
漏
水
箇

所
が
多
い
地
区
か
ら
優
先
的

に
工
事
を
進
め
ま
す
。

　
　

葛
巻
病
院
の
改
修
事
業

の
内
容
は
。

　
　

22
億
円
の
事
業
費
を
確

保
し
、
建
設
工
事
の
ほ
か
、

旧
医
師
住
宅
の
解
体
撤
去
工

事
、
既
存
病
院
の
解
体
工
事

の
設
計
な
ど
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
　

役
場
庁
舎
を
中
心
と
し

た
地
域
拠
点
整
備
に
向
け
た

調
査
内
容
は
。

　
　

築
40
年
経
過
し
雨
漏
り

や
壁
の
劣
化
な
ど
老
朽
化
し

て
い
る
、
役
場
庁
舎
改
築
の

必
要
性
を
調
査
し
ま
す
。
併

せ
て
、
総
合
セ
ン
タ
ー
、
保

健
セ
ン
タ
ー
、
葛
巻
分
署
、

役
場
駐
車
場
な
ど
の
公
共
施

設
の
今
後
の
あ
り
方
や
活
用

方
法
を
検
討
し
ま
す
。

　
　

バ
イ
オ
マ
ス
廃
熱
利
活

用
検
討
業
務
の
内
容
は
。

　
　

畜
ふ
ん
尿
バ
イ
オ
マ
ス

施
設
か
ら
の
廃
熱
を
、
施
設

園
芸
で
利
用
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

園
芸
作
物
の
選
定
や
施
設

の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
専

門
業
者
に
業
務
の
一
部
を
委

託
す
る
考
え
で
す
。

　
　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議

会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
。

　
　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー（
※
）

事
業
を
行
う
た
め
、
取
り
組

み
を
検
討
す
る
協
議
会
の
設

立
を
進
め
ま
す
。

　

協
議
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー

は
、
生
産
者
、
普
及
セ
ン

タ
ー
、
農
協
、
畜
産
開
発
公

社
、
関
連
企
業
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
　

水
洗
化
普
及
支
援
事
業

導
入
に
よ
る
、
普
及
の
状
況

は
。

　
　

水
洗
化
普
及
支
援
事
業

導
入
後
、普
及
率
が
50
・
９
％

に
増
加
し
ま
し
た
。

　
　

農
業
者
年
金
の
受
給
状

況
は
。

　
　

27
年
４
月
末
の
受
給
者

数
は
２
５
０
人
で
、
受
給
総

額
６
４
３
０
万
円
で
す
。

　
　

第
６
分
団
屯
所
建
設
工

事
の
完
成
時
期
は
。

　
　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載

車
も
更
新
す
る
た
め
、
積
載

車
納
入
時
期
の
29
年
２
月
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

屯
所
建
設
の
工
期
は
５
カ

月
間
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

28
年
度
一
般
会
計
と
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て
、
賛
成

の
立
場
で
意
見
を
述
べ
ま
す
。

　

28
年
度
予
算
は
、
新
た
な

総
合
計
画
で
掲
げ
た
町
が
目

指
す
将
来
像
「
未
来
を
協
創

す
る
高
原
文
化
の
ま
ち
」
と
、

３
つ
の
基
本
目
標
「
い
き
い

き
と
輝
き
続
け
る
〝
ひ
と
〞」、

「
誰
も
が
住
み
た
く
な
る〝
ま

ち
〞」、「
地
域
資
源
を
活
か

す
〝
し
ご
と
〞」
の
実
現
に

向
け
、
最
重
要
課
題
の
「
人

口
減
少
問
題
」
へ
の
対
策
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
、
新
た

な
町
づ
く
り
の
初
年
度
に
ふ

さ
わ
し
い
内
容
で
す
。

　

主
な
事
業
で
は
、
子
育
て

世
代
定
住
促
進
住
宅
の
整
備
、

若
者
定
住
推
進
家
賃
助
成
制

度
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
、
若

者
世
代
の
定
住
に
向
け
た
対

策
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
ー
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事

業
の
拡
充
、
高
校
生
以
下
の

子
ど
も
に
対
す
る
医
療
費
助

成
制
度
の
継
続
な
ど
、
安
心

し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
態
勢

づ
く
り
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、
葛
巻
病

院
の
改
築
が
着
実
に
進
む
予

算
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

28
年
度
当
初
予
算
は
、
町

の
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け

る
「
人
口
減
少
問
題
」
に
果

敢
に
挑
む
内
容
で
あ
り
、
施

政
方
針
に
あ
る
「
幸
せ
を
実

感
で
き
る
ま
ち
」、「
住
み
続

け
た
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
総
合
的
に
取
り
組
む
内
容

で
、
高
く
評
価
を
し
ま
す
。

山
崎　

邦
廣 

議
員

反
対
討
論
な
し

建て替えする第６分団屯所と
更新される小型動力ポンプ積載車

～輝くふるさと常任委員会～

　３月９日と10日に、28年度
当初予算の審査を行いました。
　主な質疑の内容をお知らせし
ます。

一 般
会 計

特 別
会 計

問問

問

問問

問

問

問

問 問

問

答答

答

答答

答

答

答

答 答

答

29年夏の開院を目指す葛巻病院の完成イメージ図

賛
成
討
論
（
要
約
）

幸せを実感できるまちの施策を聴く

（
※
）
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

　

畜
産
農
家
を
は
じ
め
、

地
域
の
関
係
事
業
者
が
連

携
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
高

収
益
型
の
畜
産
を
実
現
す

る
た
め
の
取
り
組
み
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山
やま

岸
ぎし

はる美
み

  議員

問

答

国体に向けた対応は

葛巻らしいおもてなしの心で
柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

　
　
　

10
月
１
日
か
ら
の
希

望
郷
い
わ
て
国
体
が
迫
っ
て

い
る
中
、
本
町
の
対
応
策
が

見
え
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
取

り
組
み
内
容
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

本
町
で
開
催
さ
れ
る

国
体
は
、
正
式
種
目
の
軟

式
野
球
競
技
と
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
ネ
オ

ホ
ッ
ケ
ー
で
、
全
国
か
ら
多

く
の
方
々
の
来
町
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
東
日

本
大
震
災
津
波
で
の
支
援
と

協
力
に
対
し
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
、「
葛
巻
ら
し
い
お
も

て
な
し
の
心
」
で
お
迎
え
で

き
る
よ
う
、町
民
が一体
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

国
体
軟
式
野
球
で
は
、
３

日
間
で
４
８
０
人
ほ
ど
の
競

技
役
員
や
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
運
営
要
員
が
必
要
で
す
。

今
後
さ
ら
に
町
民
、
体
協
関

係
者
、
自
治
会
や
企
業
な
ど

に
広
く
呼
び
か
け
て
人
員
を

確
保
し
ま
す
。

　

児
童
や
生
徒
に
は
、
高
レ

ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
技
術
を
学

ぶ
国
体
観
戦
や
参
加
チ
ー
ム

へ
の
応
援
な
ど
を
通
じ
、「
復

興
支
援
へ
の
感
謝
」
の
気
持

ち
を
伝
え
ま
す
。

　

競
技
会
場
内
に
、
商
工
会

や
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
と
連

携
し
、
乳
製
品
や
ワ
イ
ン
な

ど
町
の
特
産
品
を
販
売
す
る

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

　

国
体
終
了
後
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

開
催
や
合
宿
誘
致
な
ど
、
地

域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
期

待
で
き
る「
ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
の
推
進
を
図
り
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
町
民
が
主

体
と
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
推
進

の
「
協
創
」
を
進
め
ま
す
。

2015わかやま国体軟式野球競技の応援観戦で
大会を盛り上げるスポーツ少年団

一般質問
　３月７日に、４議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわたり、
事務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
　議員の質問できる時間は、１時間以内です。
　議事録の内容は、町のホームページと議会事務局で閲覧ができます。

～ 今ここが聞きたい ～

約
２
割
の
削
減
で
す
。

　

資
源
ご
み
の
割
合
を
示
す

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
30
％
か

ら
40
％
台
で
推
移
し
、
県
平

均
の
15
％
前
後
を
大
き
く
上

回
り
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
率

で
す
。

　

粗
大
ゴ
ミ
は
原
則
的
に
、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
直

接
持
ち
込
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
近
年
、
高
齢
者
の
増
加

な
ど
に
伴
い
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
が
困

難
な
方
が
増
え
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
、
町
民
の
利
便
性

と
効
率
的
な
ご
み
収
集
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
考
え
で
す
。

問

答

町在住者向けの住宅整備は

子 育 て 世 代 住 宅 を 建 設
　
　
　

町
内
在
住
者
向
け
の

住
宅
整
備
の
考
え
は
。

　
　
　

町
管
理
の
住
宅
は
、

公
営
住
宅
法
に
よ
る
「
町
営

住
宅
」、
町
内
小
中
学
校
に

勤
務
す
る
教
職
員
向
け
の「
教

員
住
宅
」、
教
員
住
宅
の
用

途
廃
止
に
よ
る
「
町
有
住
宅
」、

移
住
定
住
者
向
け
の
「
定
住

促
進
住
宅
」
の
４
種
類
あ
り
、

１
０
３
戸
保
有
し
て
い
ま
す
が
、

ほ
ぼ
満
室
状
態
で
す
。

　
一
方
で
、
民
間
経
営
の
貸

家
な
ど
で
は
空
室
が
散
見
さ

れ
て
い
る
状
況
か
ら
、
必
ず

し
も
住
宅
が
不
足
し
て
い
る

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
若

い
世
代
が
希
望
す
る
「
安
く

て
」
「
き
れ
い
で
」
「
快
適
」

と
い
う
条
件
が
整
っ
た
住
宅

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
28
年
度
に
は

定
住
促
進
住
宅
の
ほ
か
、「
子

育
て
世
代
定
住
促
進
住
宅
」

の
整
備
、
民
間
ア
パ
ー
ト
の

家
賃
の一部
を
助
成
す
る
「
若

者
定
住
推
進
家
賃
助
成
事

業
」
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

答

答

答問

問

問
現
状
を
踏
ま
え
て

効
率
的
収
集
を
検
討

出
産
準
備
時
の

宿
泊
費
を
支
援

業
務
の
調
整
を
行
い

働
き
や
す
い
職
場
に

粗
大
ご
み
収
集

実
施
の
考
え
は

子
育
て
支
援
策

拡
充
の
考
え
は

職
員
の
勤
務
内
容

健
康
管
理
状
況
は

一般質問

　
　
　

ご
み
収
集
細
分
化
の

実
績
と
粗
大
ご
み
を
収
集
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
手
厚
く
す

る
考
え
は
。

　

老
朽
化
が
著
し
い
保
育
園

の
改
築
の
見
通
し
は
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

　
　
　

町
職
員
（
一
般
行
政

職
員
）
の
勤
務
内
容
や
健
康

管
理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。

　
　
　

現
在
、
一
般
行
政
職

員
数
は
81
人
で
、
10
年
前
と

比
較
し
て
27
人
、
25
％
の
減

少
で
す
。
臨
時
事
務
職
員
数

は
39
人
で
、
10
年
前
と
比
較

し
て
70
％
の
増
加
で
す
。

　

一
般
行
政
職
員
の
人
件
費

は
、
10
年
前
と
の
比
較
で
年

間
２
億
２
千
万
円
の
減
、
臨

時
事
務
職
員
は
年
間
１
５
０

０
万
円
の
増
で
す
。

　

町
で
は
、
当
時
、
合
併
を

し
な
い
で
持
続
で
き
る
町
を

目
指
し
、
行
政
改
革
な
ど
の

取
り
組
み
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
住
民
ニ
ー
ズ
の

高
度
化
や
多
様
化
か
ら
業
務

量
が
増
加
し
て
お
り
、
電
算

化
や
業
務
委
託
を
進
め
て
効

率
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

26
年
度
で
１
カ
月
の
最
高

超
過
勤
務
は
、
１
１
９
時
間

で
40
万
円
の
手
当
支
給
、
年

間
で
は
、
６
３
１
時
間
で
１

９
３
万
円
の
手
当
支
給
で
す
。

超
過
勤
務
の
多
い
課
で
は
、

室
や
係
を
超
え
て
業
務
調
整

を
行
い
、
超
過
勤
務
の
抑
制

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

長
期
の
病
気
休
暇
は
、
現

在
２
人
で
す
が
、
職
員
健
康

診
断
の
受
診
率
は
90
％
と
高

水
準
で
す
。

　

今
後
も
計
画
的
な
年
次
休

暇
の
取
得
や
職
場
環
境
の
点

検
な
ど
を
行
い
、
働
き
や
す

い
職
場
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
　
　

新
た
な
ご
み
分
別
前

の
、
23
年
度
の
可
燃
ご
み
年

間
排
出
量
は
約
１
４
０
０
ト

ン
で
、
現
在
は
年
間
１
１
０

０
ト
ン
台
前
半
で
推
移
し
、

　
　
　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
町
内
に

産
婦
人
科
が
無
い
た
め
、
妊

産
婦
が
隣
接
市
に
通
院
す
る

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
助

成
事
業
で
す
。
現
時
点
で
27

人
に
総
額
１
３
５
万
円
の
助

成
を
行
い
ま
し
た
。

　

28
年
度
か
ら
は
、
出
産
準

備
の
た
め
宿
泊
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
の
宿
泊
費
用
の

一
部
を
支
援
し
ま
す
。

　

町
内
の
保
育
園
舎
の
状
況

は
、
古
い
順
に
五
日
市
保
育

園
が
築
45
年
、
小
屋
瀬
保
育

園
が
築
42
年
、
江
刈
保
育
園

が
築
38
年
、
葛
巻
保
育
園
が

築
32
年
の
状
況
で
す
。

　

安
心
安
全
な
保
育
環
境
や
、

よ
り
良
い
就
学
前
教
育
を
行

う
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
28

年
度
か
ら
総
合
的
な
検
討
を

進
め
て
方
針
を
定
め
ま
す
。

ごみ分別作業の様子（町リサイクルセンター）
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畑
はた

福
ふく

　弘
ひろし

 議員

問

答

文化財保護の取り組みは

映像保存や郷土学習を支援
山
やま

崎
ざき

 邦
くに

廣
ひろ

 議員

　
　
　

伝
承
者
確
保
が
困
難

な
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存

振
興
策
と
、
有
形
文
化
財
が

評
価
前
に
消
滅
す
る
こ
と
を

防
止
す
る
保
護
措
置
を
伺
い

ま
す
。

　
　
　

現
在
、
町
内
の
郷
土

芸
能
団
体
数
は
、
葛
巻
町
郷

土
芸
能
団
体
連
絡
協
議
会
に

加
盟
す
る
13
団
体
の
う
ち
、

民
謡
団
体
２
団
体
を
除
く
11

団
体
、
１
８
２
人
で
す
。

　

町
で
は
、
25
年
２
月
に
葛

巻
町
郷
土
芸
能
団
体
連
絡
協

議
会
を
設
立
し
、
発
表
会
の

定
期
開
催
に
よ
る
練
習
、
発

表
、
交
流
の
場
を
創
出
す
る

こ
と
で
、
活
動
の
活
性
化
と

伝
承
者
の
増
加
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

会
員
の
高
齢
化
に
よ
る
伝

承
の
途
絶
え
を
防
ぐ
た
め
映

像
で
記
録
保
存
す
る
こ
と
で
、

後
世
に
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
機
器
類
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

郷
土
芸
能
は
、
町
内
小
中

学
校
や
高
校
な
ど
で
取
り
入

れ
ら
れ
て
お
り
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
や
郷
土
芸
能
の
大

切
さ
が
育
成
さ
れ
る
と
考
え

ま
す
。
今
後
も
、
各
学
校
で

の
郷
土
学
習
の
取
り
組
み
を

支
援
し
、
将
来
に
わ
た
り
、

地
域
で
の
伝
承
が
続
く
よ
う

に
努
め
ま
す
。

　

有
形
文
化
財
の
保
護
措
置

は
、
文
化
財
保
護
委
員
を
中

心
に
、
文
化
財
の
確
認
や
新

た
な
文
化
財
の
情
報
を
収
集

す
る「
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
定
期
的
に
実
施
し
、
保
護

に
努
め
て
い
ま
す
。　

　

文
化
資
料
、
民
俗
資
料
は
、

町
の
歴
史
風
土
や
当
時
の
生

活
や
産
業
の
様
子
を
物
語
る

貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
後
世

に
受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
文
化
遺
産
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
文
化
財
保

護
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
、

文
化
財
の
調
査
、
指
定
、
保

護
を
進
め
、
町
民
へ
の
啓
蒙

活
動
や
情
報
提
供
の
呼
び
か

け
な
ど
で
、
文
化
財
の
保
護

に
努
め
ま
す
。

葛巻神楽保存会による「権
ごん

現
げん

舞
まい

」の披露（郷土芸能発表会）

一般質問

　
　
　

本
路
線
で
抜
本
的
な

改
良
が
行
わ
れ
て
い
な
い
区

間
は
、
主
に
町
境
か
ら
一
戸

町
側
の
約
２
・
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
す
。
こ
の
区
間
の
改

良
を
含
め
、
毎
年
、
県
や
関

係
機
関
に
要
望
を
行
っ
て
お

り
、
こ
の
要
望
の
成
果
か
ら
、

問

答

ＴＰＰによる影響対策は

事 業 で 経 営 力 の 向 上 を
　
　
　

環
太
平
洋
経
済
連
携

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
よ
る
、
町
へ

の
影
響
と
そ
の
対
策
は
。

　

国
へ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
働
き

か
け
の
考
え
は
。

　
　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
町
へ

の
具
体
的
な
影
響
は
、
国
が

27
年
12
月
に
公
表
し
た
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
の
経
済
効
果
分

析
」
を
基
に
県
が
試
算
し

た
デ
ー
タ
か
ら
、
牛
肉
で

14
・
５
億
円
か
ら
29
・
１
億
円
、

牛
乳
や
乳
製
品
が
２
・
４
億

円
か
ら
４
・
２
億
円
、
そ
れ

ぞ
れ
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

影
響
の
要
因
に
、
安
価
な

輸
入
牛
肉
の
増
大
に
よ
る
国

産
牛
肉
の
価
格
下
落
や
、
北

海
道
産
の
加
工
用
原
料
乳
が

国
内
の
飲
用
向
け
に
供
給
さ

れ
る
こ
と
で
、
生
乳
価
格
の

下
落
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
で
も
何
ら
か
の
影
響

を
受
け
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
国
の
分
析
デ
ー
タ
の

条
件
の
正
確
さ
の
判
断
が
困

難
な
こ
と
な
ど
、
具
体
的
な

試
算
が
行
え
な
い
状
況
で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
対
策
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
対
策
事
業
を
有

効
に
活
用
し
て
、
畜
産
農
家

な
ど
の
経
営
力
や
生
産
力
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
新

葛
巻
型
酪
農
構
想
の
実
現
を

見
据
え
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

協
議
会
の
設
立
と
効
率
的
で

合
理
的
な
経
営
体
の
育
成
支

援
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
を
働
き
か
け

る
た
め
に
は
、
町
内
の
畜
産
、

林
業
に
及
ぼ
す
影
響
が
ど
の

程
度
に
な
る
か
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

国
が
連
携
協
定
発
効
に
向
け

た
国
内
手
続
き
を
進
め
て
い

る
段
階
に
あ
る
状
況
な
ど
を

考
慮
し
た
場
合
、
そ
の
動
向

を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

今
後
、
本
町
の
畜
産
や
林

業
に
相
当
の
悪
影
響
が
出
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
状
況
の

場
合
に
は
、
国
や
県
に
対
す

る
働
き
か
け
な
ど
を
検
討
す

る
考
え
で
す
。

補修工事を行った青刈橋（一戸町境）

答 問
待
避
所
を
設
置
し

安
全
確
保
を
図
る

一
戸
・
葛
巻
線

整
備
の
考
え
は

一般質問

　
　
　

主
要
地
方
道
一
戸
・

葛
巻
線
の
整
備
の
考
え
は
。

　

除
雪
車
に
よ
る
除
雪
後
の

道
路
脇
に
堆
積
し
た
雪
を
処

理
す
る
考
え
は
。

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長 答 問

先
進
事
例
を
分
析
し

存
続
の
方
策
を
検
討

葛
巻
高
校
の
存
続

取
り
組
み
内
容
は

議
員

町
長

　
　
　

葛
巻
高
校
の
存
続
発

展
に
向
け
、
今
後
の
取
り
組

み
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

県
教
育
委
員
会
の
高

校
再
編
計
画
で
、
葛
巻
町
は

町
外
の
高
校
へ
の
通
学
が
困

難
な
地
域
の
た
め
、
通
学
困

難
特
例
に
よ
っ
て
30
年
度
以

降
は
１
学
年
１
学
級
で
の
学

校
存
続
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

１
学
級
化
は
、
到
底
、
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
内

容
で
す
。

　

町
で
は
、
30
年
度
以
降
も

１
学
年
２
学
級
を
維
持
す
る

た
め
に
、
特
色
あ
る
取
り
組

み
を
進
め
る
先
進
地
の
情
報

収
集
や
分
析
を
行
い
、
葛
巻

高
校
の
存
続
に
向
け
た
具
体

策
を
検
討
し
、
29
年
度
に
は

県
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、

改
め
て
葛
巻
高
校
の
１
学
年

２
学
級
の
維
持
、
存
続
に
向

け
た
要
望
活
動
を
行
う
考
え

で
す
。

町
境
に
位
置
す
る
青
刈
橋
の

補
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
地
形
的
な
制
約

な
ど
か
ら
、
当
面
は
待
避
所

を
数
カ
所
設
置
し
、
通
行
車

両
の
安
全
確
保
を
図
る
考
え

の
よ
う
で
す
。

　

道
路
の
除
雪
作
業
は
、
各

種
産
業
の
流
通
経
路
の
確
保

の
ほ
か
、
災
害
や
救
急
車
両

の
通
行
確
保
に
備
え
る
こ
と

を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
な
ど
除
雪
作
業
が

困
難
な
方
に
対
し
て
は
、
助

け
合
い
の
精
神
や
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
理
念
を
理
解
い

た
だ
き
、
協
力
を
お
願
い
し

て
い
く
考
え
で
す
。
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定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

補

正

予

算

補

正

予

算

　

一
般
会
計
に
３
４
４
５
万

円
追
加
し
、
総
額
を
64
億
２

５
０
２
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
国

の
補
正
予
算
事
業
に
関
連
し

た
地
方
創
成
加
速
化
交
付
金

１
９
２
０
万
円
な
ど
の
収
入

で
す
。

　

歳
出
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
強
化
対
策
費
４
６
４

０
万
円
、
年
金
生
活
者
等
支

援
臨
時
福
祉
給
付
金
４
２
０

０
万
円
、
く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ

Ｏ
（
※
）
形
成
促
進
事
業
１

８
３
０
万
円
が
主
な
内
容
で

す
。

　

各
会
計
の
補
正
額
と
主
な

予
算
の
使
い
み
ち
は
、
上
の

表
の
と
お
り
で
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業

運
営
体
制
は

個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
の
状
況
は

総
務

企
画

住
民

会
計

　
　

く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
促

進
事
業
の
運
営
組
織
の
体
制

や
事
業
の
開
始
時
期
は
。

　
　

民
間
の
活
力
を
導
入
し

地
域
全
体
が
連
携
し
て
取
り

組
む
た
め
、
自
治
会
、
第
３

セ
ク
タ
ー
な
ど
で
構
成
す
る

新
た
な
組
織
を
立
ち
上
げ
ま

す
。
28
年
度
早
々
か
ら
事
業

を
進
め
、
観
光
に
よ
る
地
方

創
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

付
状
況
は
。

　
　

２
月
末
現
在
の
申
請
数

は
４
６
７
人
で
す
。
１
月
か

ら
交
付
を
始
め
て
、
１
９
２

人
に
交
付
し
ま
し
た
。

問問 答答

　

３
月
定
例
会
議
な
ど
で
、
27
年
度
補
正

予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、原
案
ど
お
り『
決

定
』
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
推
進
で

交
流
人
口
を
増
加

27年度補正予算
会　計　名 補正額 補正後の予算額

一　般　会　計 3445万円 64億2502万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 △3330万円 13億1209万円
簡易水道事業 △1億2144万円 5億 413万円
農業集落排水事業 △3万円 2億 750万円
後期高齢者医療事業 578万円 7628万円
病院事業(収益的収支) △3274万円 9億3942万円

《主な予算の使いみち》

■ 情報セキュリティー強化対策費……………4640万円
■ 年金生活者等支援臨時福祉給付金…………4200万円
■ くずまき型ＤＭＯ形成促進事業……………1830万円
■ 子ども子育て支援システムの改修……………51万円

定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

条
例
制
定
・
改
正

条
例
制
定
・
改
正

請　

負　

契　

約

請　

負　

契　

約  

そ
　

の
　

他

そ
　

の
　

他  

●
行
政
不
服
審
査
会
条
例

　

行
政
不
服
審
査
法
の
改
正

に
よ
り
、
審
理
員
（
事
実
を

調
べ
て
明
ら
か
に
す
る
者
）

の
審
理
手
続
き
の
妥
当
性
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
第
三
者
機
関

へ
の
諮
問
手
続
き
が
導
入
さ

れ
た
た
め
、
町
に
設
置
す
る

第
三
者
機
関
の
組
織
や
運
営

に
関
す
る
事
項
な
ど
を
定
め

ま
し
た
。

●
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

　

行
政
不
服
審
査
法
な
ど
の

改
正
に
よ
り
、
関
係
す
る
条

例
の
文
言
な
ど
を
整
理
し
ま

し
た
。

●
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
や
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
改
正

　

家
庭
的
保
育
事
業
等（
※
）

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
の
改
正
に
よ
り
、
み
な

し
保
育
士
に
准
看
護
師
を
追

●
江
刈
小
校
舎
改
築
工
事

◇
契
約
額 

５
億
４
３
６
万
円

◇
工
期 

29
年
２
月
28
日

◇
契
約
相
手　

大
伸
工
業

（
株
）【
盛
岡
市
】

江刈小学校の完成イメージ図

　

３
月
定
例
会
議
な
ど
で
、
条
例

の
制
定
や
一
部
改
正
な
ど
の
審
議

が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
『
決
定
』

し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新校舎の完成を心待ち

【
主
な
質
疑
】

加
す
る
な
ど
、
運
営
に
関
す

る
基
準
な
ど
を
見
直
し
ま
し

た
。

～江刈小学校改築工事スタート～

●
職
員
給
与
条
例
等
の
改
正

　

国
に
準
じ
て
、
一
般
職
の

給
料
月
額
を
平
均
０
・
４
％

引
き
上
げ
し
ま
す
。

　

一
般
職
の
勤
勉
手
当
を

０
・
１
月
分
、
議
会
議
員
、

常
勤
特
別
職
（
町
長
等
）
の

期
末
手
当
を
０
・
０
５
月
分
、

そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ま
す
。

　

職
員
が
職
務
で
発
揮
し
た

能
力
や
業
績
を
把
握
し
た
上

で
行
わ
れ
る
、
勤
務
成
績
の

評
価
を
行
う
制
度
を
導
入
し

ま
す
。

●
収
入
印
紙
購
入
基
金
条
例

の
改
正

　

基
金
額
を
80
万
円
か
ら
２

０
０
万
円
に
増
額
し
ま
す
。

（
※
）
家
庭
的
保
育
事
業
等

　

町
の
認
可
を
受
け
た
保
育

者
の
居
宅
な
ど
で
行
わ
れ
る

保
育
事
業
な
ど

●
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て

　

東
京
電
力
の
原
子
力
発
電

事
故
の
発
生
に
よ
り
、
町
が

支
出
し
た
費
用
の
損
害
賠
償

請
求
に
相
手
方
が
応
じ
な
い

た
め
、
原
子
力
損
害
賠
償
紛

争
解
決
セ
ン
タ
ー
へ
あ
っ
せ

ん
を
申
し
立
て
し
ま
す
。
請

求
額
は
１
１
０
９
万
円
。

●
町
道
路
線
の
変
更

　

林
道
浦
子
内
線
（
延
長

10
・
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
と

町
道
上
外
川
線
（
延
長
８
・

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を
一
本

化
し
、
町
道
上
外
川
線
（
延

長
18
・
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

に
変
更
し
ま
し
た
。

●
町
道
路
線
の
認
定

　

町
道
江
刈
農
村
セ
ン
タ
ー

線（
延
長
１
７
４
メ
ー
ト
ル
）

を
、
新
た
に
町
道
に
認
定
し

ま
し
た
。

●
葛
巻
町
総
合
計
画
基
本
構

想
の
策
定

　

28
年
度
か
ら
42
年
度
ま
で

（
15
年
間
）
の
、
町
づ
く
り

の
総
合
的
な
指
針
を
定
め
た
、

新
た
な
総
合
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

●
葛
巻
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
策
定

　

28
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で

（
５
年
間
）
の
、
過
疎
地
域

対
策
事
業
を
ま
と
め
た
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

●
葛
巻
町
辺
地
総
合
整
備
計

画
の
策
定

　

新
た
に
小
屋
瀬
地
区
と
小

田
地
区
を
辺
地
対
象
に
加
え

た
、
28
年
度
か
ら
32
度
ま
で

（
５
年
間
）の
公
共
的
施
設
の

整
備
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

（
※
）
Ｄ
Ｍ
Ｏ

　

地
域
住
民
が
観
光
産
業

や
行
政
と
連
携
し
、
地
域

自
ら
が
誘
客
事
業
を
行
う

着
地
型
観
光
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム(

組
織
、
人
材)
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議 員 議 員 のの 判 断 判 断
○３月定例会議で、議員の判断で決定した議案（※賛否が分かれた議案はありませんでした）

議案等
番　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

件名と主な内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議決
結果

畑 

福　
　

 

弘

山 

崎　

邦 

廣

大 

平　
　

 
守

柴 

田　

勇 
雄

鈴 
木　
　

 

満

姉 

帯　

春 

治

山
岸　

は
る
美

辰 

柳　

敬 

一

高 

宮　

一 

明

中 

崎　

和 

久

議案１号 平成28年度葛巻町一般会計予算･･･予算額68億9623万円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案２号 平成28年度葛巻町国民健康保険事業勘定特別会計予算･･･予算額12億4124万円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案３号 平成28年度葛巻町簡易水道事業特別会計予算･･･予算額６億9551万円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案４号 平成28年度葛巻町農業集落排水事業特別会計予算･･･予算額１億9710万円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案５号 平成28年度葛巻町後期高齢者医療事業特別会計予算･･･予算額6908万円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案６号 平成28年度葛巻町国民健康保険病院事業会計予算･･･予算額32億2263万円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案７号 平成27年度葛巻町一般会計補正予算（第４号）･･･3445万円を追加して予算額64億
2502万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案８号 平成27年度葛巻町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）･･･3330万円を減
額して予算額13億1209万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案９号 平成27年度葛巻町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）･･････ １億2144万円を減
額して予算額５億413万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案10号 平成27年度葛巻町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）･･･3万円を減額して予
算額２億750万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案11号 平成27年度葛巻町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）･･･578万円を追加し
て予算額7628万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案12号 平成27年度葛巻町国民健康保険病院事業会計補正予算（第２号）･･･応援医師派遣負担経
費などの減額により、収益的支出の予算額を９億3942万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案13号 一般職の職員の給与に関する条例等の改正･･･一般職の給料月額や、議会議員と常勤特別
職の期末手当の引き上げなど 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案14号 一般職の職員の給与に関する条例等の改正･･･任用の定義の明確化、人事評価制度の導入
などを規定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案15号 収入印紙購入基金条例の改正･･･基金額を80万円から200万円に増額 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案16号 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の改正･･･みなし保育士に准
看護師を追加するなど、運営に関する規定の見直し 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案17号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例･･行政不服審査法などの改正に
より、関係する条例の文言などを整理 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案18号 行政不服審査会条例･･行政不服審査法の改正により、審査請求手続きなどを規定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案19号 江刈小学校校舎改築工事の請負契約の締結･･･請負者：大伸工業(株)【盛岡市】契約金額：
５億436万円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案20号 あっせんの申立て･･･東京電力㈱原子力発電所事故の影響対策に支出した費用の損害賠償
請求に応じないため、紛争解決センターにあっせんを申し立て（請求額1109万円） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案21号 町道路線の変更･･･林道浦子内線（延長10.6キロメートル）と町道上外川線（延長8.2キ
ロメートル）を一本化し、町道上外川線（延長18.8キロメートル）に変更 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案22号 町道路線の認定･･･新たに町道江刈農村センター線（延長174メートル）を認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案23号 葛巻町総合計画基本構想の策定…28年度から42年度まで（15年間）の、町づくりの総合
的な指針を定めた、新たな総合計画を策定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案24号 葛巻町過疎地域自立促進計画の策定…28年度から32年度まで（５年間）の過疎地域対策
事業をまとめた計画を策定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案25号 葛巻町辺地総合整備計画の策定…新たに小屋瀬地区と小田地区を辺地対象に加えた、28
年度から32年度まで（５年間）の計画を策定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

※ ○は原案に賛成。
※ 議長は採決に加わりません。

〈議決結果〉

❶離島創生の取り組みを話す講師の今井氏
❷講演に聴き入る３市町村の議員

❶❶

❷❷

地域課題地域課題のの解決策解決策をを学学ぶぶ
　

久
慈
市
、
葛
巻
町
、
九
戸

村
の
議
会
議
員
で
構
成
す
る

「
平
庭
地
域
市
町
村
議
会
議

員
連
絡
協
議
会
」
の
研
修
会

が
２
月
12
日
、
九
戸
村
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
沖
縄
県
石

垣
島
の
出
身
で
、
Ｉ
Ｔ
関
連

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
を
手

掛
け
る
株
式
会
社 

フ
ロ
ッ

サ
代
表
取
締
役
社
長
の
今
井

恒
子
氏
を
招
き
、「
離
島
の

創
生
『
す
べ
て
は
必
然
！
』

起
業
経
緯
・
沖
縄
離
島
振
興
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

講
演
で
は
、
沖
縄
離
島
の

現
状
を
話
さ
れ
、
人
口
減
少

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
学
校

教
育
、
医
療
、
仕
事
の
面
で

の
課
題
な
ど
を
挙
げ
て
、
魅

力
あ
る
離
島
創
生
に
つ
な
が

る
方
策
な
ど
を
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
も
、
新
た
な
産

業
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
と
し

て
、「
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
新

た
な
産
業
の
創
出
や
、
日
本

で
一
番
に
な
れ
る
も
の
を
つ

く
り
だ
す
こ
と
が
重
要
」
と

力
説
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
の
振
興
発

展
や
特
定
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、
近
隣
市
町
村
議
会

と
連
携
し
て
、
先
進
事
例
の

研
修
に
取
り
組
み
ま
す
。

平
庭
地
域
市
町
村

議
会
議
員
研
修
会

岩手県町村議会議長会表彰

柴田議員が受賞
　岩手県町村議会議長会表彰（在職
11年以上）を柴田勇雄議員が受賞
し、３月４日の３月定例会議本会議
に先立ち、中崎議長から表彰状の伝
達が行なわれました。
　この表彰は、議員活動において地
域振興に尽力された功績が認められ
たものです。

中崎議長から表彰状の伝達を受ける柴田議員

議会を開く日が決まっています!!
　葛巻町議会では、定期的に会議を開く日（定例日）を条例
で決めています。次のカレンダーの○印が、定例日になりま
すので、行事などを開催する際の参考にしてください。

※　条例で定める定例日以外でも、必要なときにはいつでも会議を
開くことができます。
※　定例日でも、議会の議決で会議を開かない日があります。

７月定例会議
日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ 6 ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 30

９月定例会議
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ 3

４ ５ 6 7 ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

12月定例会議
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ 3

４ ５ 6 7 ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

３月定例会議
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ 3 ４

５ 6 7 ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

24 　
　 31
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く ず ま きく ず ま き のの 笑 顔笑 顔

表　紙表　紙（西部ネオホッケー倶楽部の皆さん）（西部ネオホッケー倶楽部の皆さん）

編
集
後
記

　

雪
の
少
な
か
っ
た
冬
か
ら
季
節
は

春
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
川
で
羽
根
を
休

め
た
白
鳥
は
飛
び
立
ち
、
福
寿
草
な

ど
春
を
告
げ
る
花
々
が
咲
き
始
め
ま

し
た
。

　

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
若
人

達
に
エ
ー
ル
を
。
い
ず
れ
は
葛
巻
町

に
帰
っ
て
き
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

春
の
便
り
と
議
会
だ
よ
り
を
お
届

け
し
ま
す
。

広
報
常
任
委
員
会

副
委
員
長　

山　

岸　

は
る
美

情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費が議長交
際費です。各団体の総会、式典の会費が主なものです。

1月 46,000円（
（
（

商工会新年交賀会ほか

西里・三巣子地区新年
会ほか

町安全協議会懇談会
ほか

）
）
）

31,000円
40,000円

2月
3月

N
o.　
　

174
３
月
定
例
会
議

平
成
28年

４
月
20日

発
行

発
行
　
岩
手
県
葛
巻
町
議
会

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

〒
028-5495 岩

手
県
岩
手
郡
葛
巻
町
葛
巻
16-1-1

TEL・
0195-66-2111　

FA
X・
0195-66-2780

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▶
http://w

w
w
.tow

n.kuzum
aki.iw

ate.jp/

　西部ネオホッケー倶楽部の皆さんは、中学生から
一般の男女の23人で活動をしています。
　毎週金曜日の夜に練習を行い、全国レベルの大会
にも出場するなど、皆さん腕を上げています。
　ネオホッケーは、本町で開催する国体のデモンス
トレーションスポーツのため、大会での活躍が期待
されます。
【表紙：練習前の西部ネオホッケー倶楽部の皆さん】

森林認証した紙を使用して
おります。

「くずまき議会だより」は、ユニバーサルカラーとユニバーサルフォント
に対応しており、より多くの方に視認しやすく、判読しやすいように配慮
して制作しております。一部当たり約61円で作成されています。
印刷：㈱白ゆり　〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ6-1-50

次の定例会議は7月１日(金)です。

葛高生にインタビュー

　高校生活３年目を迎える山下さん。葛巻高校は就
職率、進学率とも100％の実績があり、自分の将来
の選択肢が広がると考え、葛巻高校に入学した当時
の思いを話します。
　高校生活では、昨年11月に参加したドイツ研修
が大きな刺激となり、勉強や物事に積極的に取り組
む大切さを学ぶことができたと、充実感たっぷりに
話してくれました。
　サッカー部に所属し、総合運動公園グランドの人
工芝で練習ができることは、他の学校にはない恵ま
れた環境にあると喜んでいます。
　地域の人のために役立つ仕事に就きたい思いか
ら、消防士を目指している山下さん。ラスト１年間、
勉強と部活動を頑張りたいと意欲満々です。

　高校生活に大きな期待を持って葛巻高校に入学し
た遠藤さん。看護学校への進学率が高く、小規模校
の利点を生かした先生と親近感の持てる授業ができ
るため、葛巻高校を選びました。
　部活動でバスケットボールを続けることと、ドイ
ツ研修に参加したいと意欲を語ってくれました。数
年前にドイツ研修生のホームステイを受け入れたこ
とがあり、とても貴重な経験をした思いから、もっ
とドイツのことを学びたいと意気込みます。
　多くの人の役に立ちたいという思いと、お世話に
なった看護師さんの優しい姿にあこがれて看護師を
目指している遠藤さん。高校生活では、勉強と部活
動を両立したいと笑顔で話してくれました。

消防士を目指し
１年間全力投球

高校生活に期待
将来は看護師に

山
やま

下
した

　勇
ゆう

太
た

郎
ろう

　さん
（葛巻高校３年）

遠
えん

藤
どう

　瑞
みず

穂
ほ

　さん
（葛巻高校１年）


